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GCLとは
文部科学省に2012年度
に採択された博士課程
教育リーディングプロ
グラム

社会，事業等を情報シ
ステムと捉え創造的デ
ザインで革新・価値創
出

情報で異分野融合し新
機能創発

修士・博士後期課程一
貫した5年間のプログ
ラム

2019年度からは情報
理工学系研究科が自主
的に運営

2019年度から新規募
集はIIWの方に誘導し
，現時点では博士後期
課程の学生のみ

Shape the Future
問題発見＋ビジョン＋価値創造＋
デザイン＋コンセンサス＋組織力＋

戦略PM

科学技術政策研究所

行政（中央，地方）

グローバル企
業

経団連

JUAS

産学連携本
部

JICA

リーダーシップ
社会先導力

社会科学と
情報的世界観

卓越した先端ＩＣＴ教育研究基盤
ビッグデータ：大規模分散データ処理，センサネットワーク，サイバーフィジカル，

データマイニング，機械学習，意思決定支援，HPC等
複雑システム：解析，モデル，制御，最適化，シミュレーショ ン，マルチエージェント等
ヒューマンシステム：インタラクション・イ ンタフェース，コミュニケーション，コンテンツ，

認知，支援，医療福祉，人体シミュレーション，ロ
ボット等

産官民学・海外の識者
と学生の白熱討論・社
会提言・プロジェクト企
画

海外大学

グローバルデザインWS
社会変革プロジェクト実践密

着多元評価

質保証・出口保証

制度・政策・経済・マネジメント

デザイン力
価値創造力

情報理工学：ビッグデータ・複雑システム・ヒューマンシステム

社会課題分野：学際情報学，都市工学，電気系工学，農学国際，社会医学，健康科学・看
護学，公共健康医学，総合教育学（臨床心理），マネジメント，公共政策，総合法政

情報

高度専門力
実践力

NPO日本規格協会

統計数理研究所

単なる演習枠PBLを超えた本

格的なプロジェクト実践（２年
間）

社会の第一線
の人材が共同
指導．学生が分
野・業種横断で
選択。

9部局
17専攻



3Copyright © 2020 GCL/IIW All Rights Reserved. 

GCLの特徴（目指す人物像)

ビジョン
ユーザ価値
デザイン
シナリオ

分析・問題発見

課題領域（都市・地域，エネルギー，医療・健康，農業，行政・制度）
情報科学技術（ビッグデータ，複雑システム，ヒューマンシステム）

社会科学（制度，政策，経済，心理）

コミュニケーション
合意形成

マネジメント
チーム・ロール
倫理・自信

先端ICT（ビッグデータ，複雑システム，ヒューマンシステム）を
基軸とし複数専門分野を統合，新たな価値をもたらす知識社会経済
システムを創造的にデザイン，社会イノベーションを先導する
トップリーダーとチームを育成

高度
専門力

社会
先導力

価値
創造力

グローバル・
クリエイティブ

リーダー

Steve Jobs

「社会」を「情報システム」
として捉え，デザイン

先端技術で何ができるかを
深く理解，独創的発想

人々にとって何が有益かを
的確に洞察

「情報」と
「社会（制度・経済）」の横串
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GCLの後継：知能社会国際卓越大学院プログラム（IIW)

研究科等が連携して構築した修博一貫の学位プログラムである国際卓越
大学院教育プログラム（WINGS ― World-leading 
INnovativeGraduate Study Program）の一つで情報理工学系研究
科が責任部局

2019年度から学生を募集し始め，現時点ではM1-M2 の学生が活動中

IIW生（M1-M2) GCL生（D1-D3)

今年度の学生の分布



本プログラム（IIW)が育成する人材

➢ 「農学×情報学」
新しいスマート農業

➢ 「教育学×情報学」
ITによる革新的メンタル
ケアシステム

➢ 「医学×情報学」
AI診断，ロボット介護
システム

➢ 「人文社会学×情報学」
VRツーリズム

➢ 「法学×情報学」
AIの著作権

➢ 現代社会は，Google, 
Amazon, Facebook, Appleな
どに代表される超知識集約型
産業が駆動する社会

➢ ブロックチェーン技術に基づ
く仮想通貨，AI技術に基づく
自動運転など，情報に基づく
新しい価値創造と社会変革が
続く．

「
○
○
学×

情
報
学
」
新
分
野
を
創
出

情
報
に
基
づ
き
新
し
い
社
会
価
値
を
創
造

新時代創出に２つの能力は密接に関連

すでに情報学が既存の分野の新
展開を駆動する力となっている.
今後は複数の分野にまたがる新
分野を自ら専門分野として創

る人材が求められる.

新分野には社会変革を促し新し
い社会価値を創造する力がある.
新社会価値を日本から先駆けて
創造し，産業や雇用の創出
で経済の発展に資する.
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俯瞰力、異分野を統合する能力、リーダーシップを備え
新しい学術分野を創造し新しい社会価値を創出する人材

IIWの教育プログラム

創造性を誘発する新学位システム 価値創造を促す社会一体型教育

・越境卓越大学院制度
新分野を主体的に模索・創成
情報学を軸とし全研究科から
成る分野横断・融合教育体制

・異分野インターンシップ
・メジャー・マイナー学位
「○○学×情報学」を具現

・アイデアの社会実装支援
社会実装し社会（企業）から評価

・在学中ベンチャー
在学中の起業につながる活動を支援

・知能社会国際卓越ファンド
教育に健全なリスクマネーが
流入する仕組みの導入

知能社会創造プロジェクト＝博士研究

学生が室長(PI)となる共同研究

学生自身が編成しあらゆるサポートを提供するエンジェルチーム

プロジェクト成果の学位論文への熟成＋共同研究費獲得のアドバイス

新教育制度と
教育生態系の

相乗効果
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GCL生がGCL活動・研究を通じて、国際会議受賞、競争的資金獲得、国際
共同研究参加，NPO構築に発展している例

ASHA Nepal Project -Affordable and Sustainable Healthcare Access-
ネパール地方部における医療現場の問題を医療情報をデータベース化できるソフトウェア”ASHA 
fusion”を使って解決する

2015年度 チーム型学生自主企画プロジェクトよりスタート
公共健康医学専攻 2名（うち1名はネパール留学生），総合教育科学専攻1名，電子情報学1名，知能機
械情報学2名

2016年度 継続支援により，ネパールへの渡航，運用先病院の調整
4団体より協力・協業の申し入れ，ネパール保険大臣との面会・協力の打診
外部資金獲得：クラウドファンディング1,425,000円（105名），AEFA寄付金30万円
NPOに活動を発展 https://asha-np.org/ja/

協力機関
•Healthy Nepal Foundation (http://healthynepal.org/)

•Trishuli Community Hospital

•Dhulikhel Hospital (http://www.dhulikhelhospital.org/)

https://asha-np.org/ja/
http://healthynepal.org/
http://www.dhulikhelhospital.org/
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GDWS:Autonomous Vehicle Platform For 
Smart Society 

指導体制の構築：グローバルな教育研究・生活環境
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Speech is a right, not a privilege

現在遂行中の学生PJ．Syrinx（電気式人工喉頭）
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James Dyson Award
日本国内最優秀受賞

Microsoft Imagine 
Cup 準優勝

https://syrinx.community/

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000027.000042335.html

https://news.microsoft.com/ja-jp/2020/05/20/200520-

meet-the-2020-imagine-cup-world-champion-team-

hollo-from-hong/

https://syrinx.community/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000027.000042335.html
https://news.microsoft.com/ja-jp/2020/05/20/200520-meet-the-2020-imagine-cup-world-champion-team-hollo-from-hong/

